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日
本
と
ブ
ー
タ
ン
は
86
年
の

外
交
関
係
樹
立
以
来
、
要
人
の

交
流
、
経
済
協
力
を
通
じ
て
友

好
な
関
係
を
保
っ
て
い
ま
す
。

ブ
ー
タ
ン
は
大
の
親
日
国
で
あ

り
、
日
本
か
ら
の
経
済
協
力
に

対
し
て
は
常
に
感
謝
の
意
を
表

明
し
て
い
ま
す
。 

  

日
本
に
も
、
ブ
ー
タ
ン
が
志

向
す
る
「
国
民
総
幸
福
量
」
へ

の
共
感
や
、
日
本
人
に
良
く
似

た
ブ
ー
タ
ン
人
や
、
ブ
ー
タ
ン

の
素
朴
な
里
山
風
景
へ
の
親
し

み
か
ら
、
熱
烈
な
ブ
ー
タ
ン
・

フ
ァ
ン
が
数
多
く
存
在
し
ま
す 

  

今
年
8
月
徳
田
代
表
理
事
は
ブ
ー

タ
ン
王
国
名
誉
総
領
事
と
し
て
大

阪
・
近
畿
区
域
担
当
辻
ブ
ー
タ
ン
王

国
名
誉
領
事
、
九
州
・
沖
縄
区
域
担

当
永
田
ブ
ー
タ
ン
王
国
名
誉
領
事
と

共
に
国
王
に
拝
謁
す
べ
く
ブ
ー
タ
ン

王
国
を
訪
問
し
ま
し
た
。
横
浜
桐
蔭

大
学
ペ
マ
・
ギ
ャ
ル
ポ
教
授
も
ブ
ー

タ
ン
首
相
顧
問
と
し
て
同
行
さ
れ
ま

し
た
。 

 
 
 

九
州
と
ほ
ぼ
同
じ
広
さ
を
持
つ
ブ
ー

タ
ン
の
人
口
は
約
68
万
人
、
そ
の
多
く

が
自
ら
の
土
地
・
家
屋
に
お
け
る
自
営
業

、
家
内
業
を
営
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
近

年
は
政
府
の
近
代
化
政
策
の
推
進
に
よ
り

、
自
給
自
足
経
済
か
ら
市
場
経
済
へ
の
堅

実
な
移
行
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

ジ
グ
メ
・
ケ
サ
ル
・
ナ
ム
ギ
ャ
ル
・
ワ
ン
チ
ュ
ク
第
５
代
ブ
ー
タ
ン
国
王
と 

ご
一
緒
に
左
か
ら
ペ
マ
教
授
、
ブ
ー
タ
ン
国
王
、
徳
田
名
誉
総
領
事
、 

辻
名
誉
領
事
、
永
田
名
誉
領
事 

  

駐
日
名
誉
総
領
事
館
と
し
て

ブ
ー
タ
ン
王
国
の
た
め
に
何
が

で
き
る
か
皆
様
と
ご
一
緒
に
考

え
る
た
め
、
ブ
ー
タ
ン
に
つ
い

て
の
講
演
会
や
、
実
際
に
ブ
ー

タ
ン
を
訪
問
し
て
人
々
の
素
朴

な
生
活
に
触
れ
る
ツ
ア
ー
を
計

画
中
で
す
。
そ
の
際
は
皆
様
に

お
知
ら
せ
申
し
上
げ
ま
す
の
で

、
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

ブ
ー
タ
ン
・ツ
ア
ー
を
計
画 

日
本
の    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

熱
烈
な
ブ
ー
タ
ン
・フ
ァ
ン 

自
給
自
足
経
済
か
ら
市
場
経
済
へ 

 

一
行
は
ジ
グ
ミ
首
相
と
も
会
談
、
ジ
グ

ミ
首
相
は
こ
れ
ま
で
も
数
回
来
日
さ
れ
て

お
り
、J

E
P
A

下
地
会
長
及
び
徳
田
名
誉
総

領
事
と
は
都
度
会
談
さ
れ
て
い
ま
す
。 

国民総幸福量  
（ＧＮＨ） 

ブータンは、国の文
化遺産の保護と伝統
文化の継承・振興、
豊かな自然環境の保
全とその持続可能な
利用など、国民の幸
福に資する開発を第
一義としており、
COP10（生物多様性
条約第10回締約国会

議）にも積極的に参
加している。 

2
日
間
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
及
び
パ
ー

テ
ィ
の
流
れ
は
例
年
と
ほ
ぼ
同
じ
で

も
、
合
衆
国
開
国
依
頼
の
非
白
人
大

統
領
と
い
う
こ
と
で
、
招
待
客
は
一

様
に
オ
バ
マ
大
統
領
に
直
に
お
会
い

で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

し
た
。 

 

米
国
国
会
議
事
堂
で
の
パ
ー
テ
ィ

に
続
く
翌
日
の
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で

の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
期
待
通
り
、
オ

バ
マ
大
統
領
の
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
の
フ
ォ
ー
ド
劇
場
で
の
一

流

ア

ー

テ

ィ

ス

ト

達

に

よ

る

パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
昨
年
と
は
趣
向

が
少
し
違
っ
て
「
ア
メ
リ
カ
の
魂
」

と
銘
打
た
れ
強
い
ア
メ
リ
カ
を
表
現

し
た
見
事
な
シ
ョ
ー
で
し
た
。 

 

今
年
6
月
5
日
、
6
日
の
2
日
間
に
わ

た
っ
て
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
催
さ
れ
た
ホ
ワ

イ
ト
ハ
ウ
ス
恒
例
、
時
の
米
国
大
統
領
主
宰
に

よ
る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ａ
下
地
会
長
、

徳
田
代
表
理
事
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ａ
会
友
が
出
席
し
ま

し
た
。 

 

今
年
は
オ
バ
マ
大
統
領
、
ミ
ッ
シ
ェ
ル
大
統

領
夫
人
が
招
待
客
を
迎
え
ま
し
た
。  

ワシントンでは長年の友人、ABC系列放送局社
長であり、レーガン大統領基金の代表でもあるR.

ライアン氏（写真中央）と会談、日米の様々な問
題について忌憚のない意見を交わしました。 

9月、東京お台
場で開催され
た「第３回世界
旅行博」の
ブータン会場
を訪れた徳田
名誉総領事。 

ブータン政府観光局御手洗様（右）  
ブータン友好協会渡辺事務局長（左） 

ブータン政府観光局
ペム局長（左） 

ブータン政府観光局 
ワンジ部長（右） 

ブータン国王と日本からの訪問団一行 

ジグミ･ティンレイ首相(右)と徳田名誉総領事 

招待客にスピーチするオバマ大統領と夫人 

ホワイトハウス内レーガン大統領銅像前でのJEPA一行 

ホワイトハウス館内で ホワイトハウス「彫像の間」で 
フォード劇場のパフォーマンス 
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●ネットワーク・サービス 
  アセアン各国諸機関とのネットワーク 

  国際交流に関する支援活動 
 

●教育・研修・研究活動 
   国際会議・シンポジウムの開催 

   海外視察団派遣 

活 動 内 容 

本部： 東京都千代田区神田錦町３－２ 
電話(03)5280-6123 

●ビジネス・サポート 
  企画･開発業務等に関するサポート 

  海外進出・合弁企業等に関するサポート 
 

●出版活動 
   アセアン時事ニュースの発行 

   政治・経済・文化資料の提供 

『本会は、日本とASEAN諸国との相互の文化的理解を 
基盤として、経済的社会的発展と国民相互の友好協力に 

貢献することを目的とする』 

アセアン加盟国 
 

インドネシア  マレーシア  
フィリピン    シンガポール 
タイ         ブルネイ 
ベトナム      ラオス 
ミャンマー    カンボジア 
日本       中国 
韓国 

2011年の12月には、テニアン・ペッパー・フェス
ティバルが開催される（今年は10月に開催され、
多くの人が訪れた）。デラ・クルーズ市長には毎年
のペッパー・フェスティバルの成功にかける強い思
いがある。島の経済活性化が観光だけではなく、そ
の独特の香辛料も一役買ってくれるよう、テニアン
・ペッパーが世界マーケットで認知されることを願
っているのだ。JEPA一行も市長からテニアン・ペ
ッパーをお土産に頂き、その深みのある味わいに感
動した。日本の様々な食卓にテニアン・ペッパーが
並ぶ日も近いかもしれない。  

  

今
年
9
月
、
下
地
会
長
及
び

Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ａ
一
行
は
、
北
マ
リ
ア

ナ
諸
島
の
テ
ニ
ア
ン
島
を
訪
れ

、
レ
イ
モ
ン･

デ
ラ
・
ク
ル
ー
ズ

・
テ
ニ
ア
ン
市
長
と
会
談
し
た

。
レ
イ
モ
ン
市
長
は
、
日
本
か

ら
テ
ニ
ア
ン
島
へ
の
ダ
イ
レ
ク

ト
飛
行
便
の
運
行
、
つ
い
で
テ

ニ
ア
ン
島
へ
の
観
光
ツ
ア
ー
の

実
施
な
ど
、
テ
ニ
ア
ン
島
発
展

へ
の
強
い
希
望
を
述
べ
ら
れ
た

。    
  

市
長
は
以
前
か
ら
ダ
イ
レ
ク
ト

便
の
実
現
を
訴
え
て
き
た
が
、

現
在
の
給
油
で
は
日
本
ま
で
の

飛
行
時
間
を
カ
バ
ー
出
来
な
い

こ
と
な
ど
、
ま
だ
ハ
ー
ド
ル
は

高
い
。 

テニアン観光ツアーについては、JEPAとしてもこれまでのJEPAと北マ
リアナ連邦間の友好関係からもぜひ実現・成功してもらいたく、全面的に
応援する旨を市長に伝えた。JEPAが企画するツアー・プランに対して、
デラ・クルーズ市長の協力を約束して頂くことにより、テニアン・ツアー
は参加する皆様にも大いに喜んでもらえる仕上がりなるだろう。近々、双
方の関係機関及び経済アナリストによる話し合いが予定されている。 

テニアン島は、北マリ
アナ諸島の一つで面積
は約１００平方ｋｍ。
人口約３５００人。公
用語は英語とチャモロ
語で、日本語が通じる
所も多い。テニアン島
にはタガビーチ（別名
テニアンブルー）を代
表とする美しいビーチ
が存在し、観光客のメ
インスポットとなって
いる。中でもチュルビ
ーチの白い砂浜には有
名な星の砂があり、旅
の記念に持ち帰る旅行
者も数多い。  

テニアン･ペッ
パー 

こんにちは！ 

 

テニアンは歴史・文化・伝統に富む美しい島です。日本からたった3時間のところで、
ビーチでの遊びからカジノでのギャンブルまで様々なユニークな経験が出来ます。目ま
ぐるしい都市生活の中で、リラクセーションや休息を求めるあなたにお勧めです。  

 

テニアンでは、古代のラッテ・ストーン・サイトや原爆ピットなど、魅力的な観光地が
多数あります。タガビーチの透明な水の中で泳ぐのはきっと一生の思い出となるでしょ
う。タチョンガビーチではたくさんのトロピカル・フィッシュと共にユニークなシュノ
ーケリング体験を楽しむことが出来ます。  

 

歴史的な観光地と美しい海と共に、カジノ・ギャンブルという冒険も提供します。太平
洋の中、テニアン・ダイナスティホテルのカジノで、バカラやテキサス・ホールデムな
ど、エキサイティングなカジノ体験ができます。当ホテルでは高級な食事とスパも楽し
むことができ、一流の宿泊も提供されます。  

 

太平洋地域で、テニアンはチャモロ語で「Donne Sali」 というホットチリペッパーが
有名で、ホットペッパーが好きな人にお勧めです。テニアンペッパーは多分世界で一番
辛いペッパーの一つで、テニアンのジャングルだけで自然に育ちます。毎年２月には、
テニアンの味を味わうために「テニアン・ホットペッパー・フェスティバル」が開催さ
れています。  

 

テニアンとアギガンの首長として、海の美しさ・島の歴史・チャモロ人の親切なもてな
しを経験するために、私達の美しい島へ是非いらっしゃて下さい。私はテニアンの人々
を代表して、私達の楽園テニアンを訪れるお客様を温かく歓迎いたします。  

 

Ramon M. Dela Cruz 

Mayor of Tinian and Aguiguan  

テニアン島 

星の砂（ほぼ､実物
大) 

テニアンの和食レストランでの会食 

テニアン島のスーパーストア 

テニアン島名産の香辛料 

左から下地会長､デラ･クルーズ市長､徳田代表理事 

デラ･クルーズ市長から 

JEPA会員へのお手紙 
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        公益社団法人 

被害者支援都民センター 

香
港
東
亜
銀
行  

下地会長へ感謝状 

中国･北京･上海万博視察 

J
E

P
A

役
員
は
7
月
末
、
上
海
市
で
開
催
中
の
国
際
博
覧

会
（
上
海
万
博 

20

10
年
5
月
1
日
～
10
月
31
日
）
及

び
北
京
市
を
視
察
・
訪
問
し
た
。
真
夏
の
陽
射
し
の
中
、

万
博
会
場
は
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
。 

  

今
回
の
万
博
で
は
全
体
テ
ー
マ
を
「
よ
り
良
い
都
市
、
よ

り
良
い
生
活
」
（
”B

e
tte

r C
ity

, B
e
tte

r L
ife

”

）
と
し

て
、
参
加
国
は
そ
の
趣
旨
の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ

を
掲
げ
て
自
国
の
技
術
と
文
化
の
粋
を
集
め
て
展
示
し
て

い
る
。
日
本
館
の
テ
ー
マ
は
「
心
の
和
、
技
の
和
」
。
二

足
歩
行
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
始
め
、
日
本
が
誇
る
最
先
端
技
術

と
和
文
化
は
多
く
の
来
場
客
を
集
め
て
い
た
。 

今年10月、下地会長及びJEPA一行は韓国を訪問、パーキング
トン・グループ、パーク会長とお会いした。当日は、パーク
会長のご招待を受けて、パーク会長の知友の方々もご一緒に
ソウル市内のフランス料理店でお会いすることになった。
パーク会長は日韓の様々な歴史的瞬間に立ち合ってこられ、
下地会長を始め出席なさった方は皆、時代の生き証人とも言
うべきパーク会長のお話に感銘を受けた。また、現在の韓国
マンション市場の傾向、需要と供給及び価格など興味深い話
題も出て、後刻、実際にソウル市内の高層マンションを視察
した。 

9
月
、
香
港
東
亜
銀
行

の
日
本
地
区
担
当
役
員

が
来
日
、J

E
P

A

役
員

と
会
談
し
た
。
東
亜
銀

行
とJ

E
P

A

は
こ
れ
ま

で
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・

バ
ン
キ
ン
グ
に
つ
い
て

定
期
的
に
会
談
を
行
っ

て
い
る
。
日
本
の
大
手

都
市
銀
行
も
、
富
裕
層

に
向
け
た
高
額
資
産
運

用
に
つ
い
て
多
く
の
マ

ス
コ
ミ
媒
体
を
使
っ
て

宣
伝
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
香
港
東
亜
銀
行
は
、

将
来
富
裕
層
に
な
る
可

能
性
の
あ
る
中
間
層
を

取
込
む
べ
く
、
10

00
万

円
も
し
く
は
そ
れ
よ
り

小
額
で
あ
っ
て
も
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
・
バ
ン
キ
ン

グ
顧
客
の
対
象
に
す
る

と
い
う
新
た
な
戦
略
を

打
ち
出
し
ま
し
た
。 

日
本
地
区
担
当
役
員
来
日 

一
千
万
円  

     

未
満
で
も 

受
付 

JEPA会員の皆様 

JEPA会報に貴社の広告掲載
をご希望の向きはぜひお申し
出ください｡掲載料無料｡ 

20
10
年
9
月
、
被
害
者
支
援
都
民
セ
ン
タ
ー

は
東
京
都
知
事
よ
り
認
定
を
受
け
、
こ
れ
ま

で
の
社
団
法
人
か
ら
よ
り
公
益
性
及
び
社
会

的
重
要
性
の
高
い
「
公
益
社
団
法
人
」
に
昇

格
い
た
し
ま
し
た
。 

20
10
年
9
月
17
日
、JE

P
A

下
地
会
長
は
同
セ

ン
タ
ー
よ
り
感
謝
状
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

JE
P
A

は
同
セ
ン
タ
ー
設
立
以
来
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
、
理
不
尽
に
も
犯
罪
や
交
通
事
故
の

被
害
者
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
方
々
や
そ
の
家

族
に
対
し
て
精
神
的
支
援
を
始
め
各
種
支
援

を
行
う
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
深
く
共
感
、
応

援
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

昨
今
、
何
の
落
度
も
な
い
の
に
犯
罪
や
事
故

の
被
害
者
に
な
っ
て
し
ま
う
事
件
が
日
常
的

に
起
っ
て
い
ま
す
。
決
し
て
他
人
事
と
は
言

え
ま
せ
ん
。JE

P
A

は
、
こ
れ
か
ら
も
公
益
社

団
法
人
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た

同
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
支
援
い
た
し
ま
す
。 

パ
ー
ク
会
長
と
会
食
の
テ
ー
ブ
ル
に
着
く
Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ａ
一
行 

同センター濱田専務理事(右)より感謝状を受ける下地会長 

香
港
東
亜
銀
行
日
本
地
区
担
当
役
員
と
共
に 

日本館の人気者､二足歩行ロボット 

蚕をイメージした日本館 

中国館 

天壇公園 故宮 

天安門広場で視察団一行の記念写真 


